小児における発話時の舌と口蓋の接触パターンの検討：エレクトロパラトグラフィ（EPG）を用いて by 藤原 百合
小児における発話時の舌と口蓋の接触パターンの検討 
―エレクトロパラトグラフィ（EPG）を用いてー 
 
藤原百合 ＊ ,1)、山本一郎 ２）、中村哲也 １） 
1)聖隷クリストファー大学、 2)山本歯科医院矯正歯科クリニック  
 
 目的：通常の構音訓練で改善しにくい症例を対象として EPG を用いた視覚的フィード
バック訓練を行ってきた。EPG を用いて構音時の舌と口蓋の接触様式をモニター上
で確認することにより、客観的評価に基づいた訓練プログラムを立てることがで
き、練習の際も自らの舌運動を正常なパターンと比較しながら矯正することがで
きる。これまでは目標とする正常パターンとして成人 15 例の累積パターンを示し
てきたが、構音訓練の対象は小児が多く、果たして成人のパターンを目標として
良いのかという疑問が残る。そこで今回は、発話時の舌と口蓋の接触パターンが
小児では成人とどのように異なるか検証することを目的とした。  
対象および方法：発話機能が年齢相応に発達している 6 歳-11 歳の小児 10 例を対象と
した。それぞれ上下顎の印象を採取し、EPG 人工口蓋床を作成した。EPG 人工口蓋
床の装着に慣れた段階で WinEPG システム<Articulate Instruments, Ltd>を用い
て日本語音サンプル(歯茎音、後部歯茎音、硬口蓋音、軟口蓋音)のデータを収集
した。Articulate Assistant(version1.17)ソフトウエアを用いて、各音産生時の
最大接触フレームを累積し、成人の累積パターン（2011 年共同研究費による成果）
と比較した。 
結果：各音産生時の舌の口蓋への接触パターンは、小児においても成人のパターンと
概ね一致した。しかし、6-7 歳の低年齢においては歯茎破裂音/t/産生時に口蓋へ
の接触が成人に比べて顕著に多く、成長とともに歯茎部のみ接触する成人のパ
ターンに近似していった。歯茎摩擦音/s/産生時の狭めの位置も低年齢では後方化
していたが、成長とともに前方に移動していった。軟口蓋破裂音/k/は後続母音が
/a/の場合、成人では硬口蓋部分に接触することは少ないが、低年齢では硬口蓋の
後端に接触が認められた。  
考察：Cheng ら（2007）は小児から成人に至る間に、発話時の舌運動がどのように変化
するか EPG を用いて検討した。対象は 6 歳から 38 歳のオーストラリア英語話者で、
スピーチサンプルは/t/, /l/, /s/, /k/である。6-7 歳において/t/産生時に接触
過剰が認められ、/s/産生時の狭めの位置が後方化するなど、今回の結果と一致し
ていた。 
成長とともに舌尖、前舌、中舌、奥舌の分離運動ができるようになると、成人
と同様に敏速な構音運動が可能になってくると考えられる。また、/k/音産生時に
硬口蓋後端に接触するのは、口腔内のスペースが狭い小児において舌の可動域が
制限されるためではないかと推測される。  
   今後、こうした年齢による舌機能の変化を念頭に置いて構音の視覚的フィード
バック訓練を行う必要性があることが示唆された。  
